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ブ ラ ジ ルにおける大豆害 虫対象の生物農薬事情

日 本 の 国立農試 に 相 当 す る EMBRAPA ( ブ ラ ジ ル農

牧研究公社) あ る い は サ ンパ ウ ロ 州立研究機関等 では，

生物農薬の普及 を 目 指 し て の研究が積極的 に 推進 さ れて

い る 。 本文 は ブ ラ ジ ル の生物農薬事情の紹介であ る が，

大豆害虫防除では特に生物農薬が求 め ら れて い る 背景 を

理解 し て い た だ く た め ， ま ず、最近の大豆生産動向 に つ い

て触れ る 。

1 大豆生産動向 : ブ ラ ジ ル に 大豆種子 を持 ち こ んだ

の は 日 本か ら の移民 と い わ れて い る 。 そ のせ いか， 本格

的な大豆栽培 は 日 本人 の 農業移民が多 い ブ ラ ジ ル南部の

パ ラ ナ州 で始 ま っ て い る 。 こ の地域の営農者の間 で大豆

栽培 は 金 に な る と い う こ と がわ か っ て き た 1970 年代初

め と 同時期 に ， こ の 国 の フ ロ ン テ ィ ア と い われて い る 北

部か ら 西部 に か け て の セ ラ ー ド 地域 (図ー1 ) と い う 面積

約 2 億 ha の未開発地帯の耕地化が国策 に よ り 開始 さ れ

た。 南部 の 大 豆 農 家 の セ ラ ー ド 地域 へ の 国 内 移 住 や

EMBRAP A/ Cerrados ( セ ラ ー ド 地 域 農 試) の 創 立 も

こ の 時期 に 当 た る 。 セ ラ ー ド 地域 に お け る 1975 年度 の

大豆生産量 は わ ず か 23 万 t で 当 時 の 全 国 生産量 の 4%

に 過 ぎ な か っ た が， 今 で は ブ ラ ジ ル の 全生産量 3 千万 t

の う ち 50%近 く を こ の セ ラ ー ド 地域 で収穫 す る よ う に

な っ て き て い る 。 こ の地域 は 南部 と は異 な り ， 広大な平

坦地の た め に ， 農業機械の利用効率 も 高 い。 ま た 最近 は
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ア マ ゾ ン河支流の マ デ イ ラ 川 に穀物積 出 し 港が完成 し た

こ と に よ り ， ア マ ゾ ン河 を 利 用 し て パ ラ ナ州側の大西洋

に 出 る 水路 に よ る 輸出 も で き る よ う に な り ， 日 本 向 け輸

出 な どの流通 コ ス ト の低減が実現 し た た め に ， 大豆生産

に 弾み がつ い て い る 。 ブ ラ ジ Jレ は 2003 年 ま で に ア メ リ

カ を 抜 い て 世界ーの 大豆生産 国 に な る と い わ れ て い る

が， 達成 は セ ラ ー ド 地域の今後の 開発 い か ん に かか っ て

い る 。

2 大亘書虫の種類 : 約 26 種が知 ら れ て い る 。 そ の

な か で防除作業 が 欠 か せ な い の は ヤ ガ科 の Anticarsia

gemmatalis と カ メ ム シ 類 で あ る 。 Anticarsia に よ る 被

害状況 はハ ス モ ン ヨ ト ウ に似て い る が， 発生 を放置す る

と 大豆畑 は一夜で丸坊主 に な る ほ ど加害速度が早 い。 生

物農薬 (Baculovirus. 核 多 角 体病 ウ イ ル ス ) が利 用 さ

れて い る 対象害虫 は Anticarsia 幼虫用 の み で あ る 。

3 羅 病 虫 の 特 徴 : Anticarsia 中 齢 期 以 降 の 幼 虫 が

Baculovirus を食下す る と ， 大豆の上位 の 葉 に 移動 す る

傾向が認め ら れ る 。 こ のJ曜病虫の上昇行動 は カ ッ プ飼育

中 の 虫 に も 認め ら れ， 蓋 の 内側 に 登 っ て ， そ こ で死亡す

る た め に， 口 絵写真 (① A) に 示 し た よ う に 腹脚 が蓋

に 付着 し た ま ま ， 頭部 と 尾部が垂れ下が っ た 状態 に な

る 。 感染が進行す る と ， 皮!替の張 り が消 え ， 体色 は薄黄

色か ら 乳 白色 に 変わ っ て死 ん で い く ( 口 絵写真① B) 。

幼虫 は ウ イ ル ス 食下 3�4 日 後 に 死 に 始 め. 7 日 後 に ピ

ー ク があ り . 9 日 後 に は 死 に 絶 え る 。 感染虫 の体が乳 白

色 に な る こ と は， 多角体形成 (生産) が十分 に行わ れた

こ と を 示 し て い る の で あ る が， こ の状態 に あ る 羅病虫 を

野外採集す る の は極 め て 難 し い。 野外で は膿汁が流れ出

て ， 体 は す ぐ に 黒変乾固す る 。 そ の た め， 野外 に お げ る

擢病虫採集作業者 は 皮膚が ま だ 固 い う ち に 集 め る た め

に， 擢病虫か ら の多角体収量 は ， 採集者 に よ り 異 な っ て

160 
い る 。 多角体形成不十分 の 虫 で は ， 擦 り つ ぶ し作業 (第

16・ 6 項②の工程) の際 に皮膚 の残澄が多 い 。 筆者が こ の 虫

の人工飼料 に よ る 室内飼育 を行 っ て い る ( 口 絵写真②)

目 的 は， 多 角 体が充満 し て い る 擢病虫 を 得 る た め で あ
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図 - 1 ブ ラ ジ ル の 大豆栽培地帯 : 南部地域 か ら セ ラ ー ド
地域へ北進中

る 。

4 生 物 農 薬 の 普 及 状 況 : Baculovirus 利 用 に よ る

32・ Anticarsia の 防除技術 は. 1980 年代 に パ ラ ナ 州 や ヒ オ

グ ラ ン デ ド ス /レ州 で普及 し 始 め た 。 当 初， パ ラ ナ州、| で

は営農者が擢病虫 を大豆畑 か ら 採集 し て き て ha 当 た り

お な い し 50 個 体 の 5 齢 擢 病 虫 を 擦 り つ ぶ し て 水
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10 0 � 20 0  1に 薄めて トラクタ で散布していた。 1 9 77 年
以来， Baculovirusの利用の 有利性を大豆 作農 家に 啓蒙

すると と もに ， その後の Baculovirl1sの製剤 化や品質
管 理な どのす べてに 関 与し て い る中 心 人物 が EM
BRAPA 大豆研 究所 Flavio MOSCAIWI 博士(図ー 2 右) で
ある。 彼は ブラジル で生物 良薬 と いえ ば Bacl1lovirus

と いわ れるほ どに認知度を 高めている中 心的 役割を果た
している。 Bacl1lovirl1sの生物 良薬 の利用 面積は ， 営農
者の 支持により ， 年 拡々 大し ており ， 最近 では 120 万
haに 達している。 表 - 1は Bacl1lovirl1sが ブラジ jレ 最南
端の ヒ オ グラ ン デ ドス/レ ナ|、|に 初めて 導入さ れた 後の
10 年聞における 散布面積の 年次別推移を 示している。
散布開始 10 年後に約 1， 0 0 0 倍の 面積に拡大している。
散布面積が 年 拡々大している 理 由には ， Bacl1 lovi rl1sが

製剤 化さ れて 供給さ れるようになってきた こと と ， 大豆
栽培方法が不耕起直播に 変わ ってきたため ， Bacl1lovir­
l1Sが 作物 残澄や 雑草の多い 土の 表 面に 残留して不活 化

さ れにくくなった こと が 好影特を 及ぽしていると いわ れ
て いる。 新たに大豆栽培を始めた 畑では ， Bacl1lovirl1s 
を 3 年連続 散布すると ， ウイルスの 残留濃度が 高 まるた
めか ， 4 年 目 以降は防除の必要がないと もいわ れてい

図 - 2 左 は 筆 者 の 浅 山， 右 は EMBRAPA 大 豆 研 究 所
F1正 vio MOSCAIWI 博士

表 1 ヒ オ グ ラ ン デ ド スノレ州 に お け る Baculovirus 製剤

の干�:&.Ij日始後 1 0 年間 に お け る 散布面積の推移

主手 x 1 ， 000 ha 年 x 1 ， 000 ha 

1983 0 . 2  J 989 226 
1984 0 . 7  1 990 267 
J 985 55 1991  1 08 
1 986 l l 5  1 992 1 72 
1987 1 09 1 993 2 1 5  
1 988 137  

(EMBRAPf\-CNPSo!SPI f 1994 大豆の害虫管理J に よ る )

る。 Bacl1 lovirl1Sが 土に 残留している 大豆畑面積は ， 現
在の 散布実 績の 1 20 万 haをはるかに 上 回ると 考えら れ

る。
現 在， Bacl1 lovirl1S製剤の 供給は 南部地域に 限ら れて

おり ， セラー ド地域には 浸透していない。 筆 者は EM­
BRAPA セラー ド地域農試に 勤務して大豆畑を観察し

ているが ， この地域に発 生する Anticarsiaに ， 緑 彊病
菌 N01nuraea rileyiによる 糸状 菌病の 流行は認めている

ものの ， Bacl1 lovirl1sによる 死亡虫は未確認 で、ある。
5 生物農薬 の登録状況 : 緊急登録剤も 含めて パラナ

州の 5製 造 元か ら そ れぞ れに B ACU LO V I R U S
N ITRAL， COOPER V IR US PM， PROTEGE， TEC­
N I V ITAおよび成 分名そのものが 商品名になっている
B ACU LO V IR USの 5 種 類が 登 録 さ れて い る。
BACULO V IR USと いう成 分名そのものを 商品名にし

て い るの は ， ロ ン ド リ ー ナに ある AEE/CN PSoj a
(EM BR APA大豆研 究所職員協会) で， 自 身 で製造販

売している。 1 ha 分の 散布量 20 g 入り ポリ エ チ レン 袋
と 5 ha 分 10 0 g 入りのプラス チ ッ ク 容探の形 で販 売さ
れて い る。製剤 の 99 .4%が 成 型 用 成 分 で 0 .6%が
Bacl1lovirus :腔病虫の 組織で ある。 1 ha 分の製剤に多 角
体(有効成 分) が1 .5X 10 1 1 個 以上 含 ま れている こと が
保証さ れている。製剤に 含 ま れている多 角体数の調査な
どの 品質 管理は ， EMBRAPA大豆研 究所が実 施してい

る。 包装には緑 色の 文字が 印刷さ れ， 蓋の 色も緑 色 で統
ーさ れている。 緑 色は製品が 人や 家畜に 影響がない こと

を 示す 第 4 区分の 登録 である こと を 意味している。 商品
の 有効期間は OT保存 下で 2 年と なっているが ， 実 際は
各企業と も 需要期にの み製造直後の製品を 出荷する 体 制
をと っているため ， 需要期以外は 入手できない。 価格は
20 g 当たり 1 米 ド ノレ で ある。 Bac111ovirl1sの利用 法は ，
20 年以前の 自 家採集の 権病虫利用が 市 販の 粉剤製品に
変わ った だけの こと である。 大豆畑対象の農薬 散布法は
小型飛行 機利用が 普通 で あるが ， Bac111 ovirl1S製剤に 限

って 航空防除は推奨しないと 登録 条件に 明 記し で ある。
6 生物農薬 の製造工程 : EMBRAPA 大豆研 究所敷

地 内 で商品名 BACULO V IR USを製造して いる 状 況を
説明する。 こ こ では ， 次の ①から ⑥ ま での 工程を 一つの
建物 内 で作 業している。 設 備投資は製剤 原 体の 冷蔵貯蔵

に 必要な 部屋の 工事費くら いなもの で， 特 殊な 設 備は見
当たら ない。 ① 権病虫 貯蔵室 :大豆畑から ウイルス感染

幼虫を 人 海戦争I�で採集したものをフ リー ザー内に 保存し
ている 部屋。 ② 原 体調整室 醍病虫に 水を 加えながら 擦
りつ ぶし ， ジュース 状にする。 次にメッシ ュ で炉過して
頭部や 皮府な どの多 角体を 含 まない 組織は 捨て ， ì戸液を
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製剤の原 体にする。 炉液に成 型 用のカ オリ ンを 加えて 練
り合わ せる。 ③原 体 乾燥室 : 湿った 粘土状になっている

カ オリン 混合 原 体を 平板上に 薄 く 延 ばして 蚕棚のよ うな
場 所に 並べて 低温風を 吹きつけ ， 二lぬ く らいで 乾燥さ せ

る。 @粉砕室 : 瓦のよ うに 固くなったカ オリン 混合 原 体
を 平板か ら 剥がして 粉砕機械にかけ ， 粉剤を製造する。
⑤粉剤 貯蔵室 : 粉状になった 原 体を大 袋に 詰めて OOC以
下の 部屋に 貯蔵する。 ⑤秤量， 包装室 :2 0  g 用と 1 00 g 
用に 秤量して 包装し ， ダン ボ ー ル$êiに 詰めて 出荷する。

7 今後 の 展 望 - 環境保全 的持 続 的 民業を 考える 際
に ， 誰もが生物 良薬 の 導入を 思い つくが ，2 0 数年 来続
いている大豆栽培 面積の拡大に対して ， 生物農 業の 供給
が 追い つかないのが 現 状である。 それは Baculovirus
の 室内生産 技術 が未確立であるのが 最大の原因である。

筆 者は 口 絵 写 真に 示し た よ うに ， 人 工 飼 料 育の

Anlicarsi，αを ウ イ ルスに感染さ せて多 角体を生産する研
究 協力を行っている。 今後 ， 虫の発 育に 影響がない 人工
飼料の防徽剤を見い だすと 同時に ， 低コス ト 人工飼料の

開発に成 功すれ ば， Baculovirusの 室内 低コス ト生産に
直結することがわ かってきている。 これに着 目している
ブラ ジ jレ 人起業 家も現れている。 本 文では 触れなかった

が ， ブラ ジ ルでは Baculovi rusの 失活遅延剤の 研究も
かな り 進歩している。

おわ りに ， 日本の 植物防疫事情について ご教示いた だ
いている 日本 植物防疫 協会 西津 務博士， 生物系特 定産
業 技 術 研 究 推 進 機 構 岡田 斉 夫 博 士な らびに上 記の
JICAによる対伯研究 協力に 技術 的 ご助言をいた だいて

いる 東京段工大 学農 学部 沼野国 勝教授， 同国 見 裕久助
教授に対し ， 心か ら感 謝申し上 げる。

(国 際協力事業 団長期派遣専門家 浅 山 哲)

訂 正 (誤) 左 : ヒメ ホ ソミ ドリメクラ ガメ (雌)
会第53巻 第 7 号 (本年 7 月 号)に掲載さ せていた だき 右 : アカ ヒ ゲ ホ ソミ ドリメクラ ガメ (雌)
ました ， ['日本産 ホ ソミ ドリメクラ ガメ類の 分類と 同 定 」 ↓ 
(佐藤貴子 ・ 安永智秀 著)の原 稿中 ， 口絵の 説明に 誤 り (正) 左 : アカ ヒ ゲ ホ ソミ ドリメクラ ガメ (雌)

があり ました。 お詫びして 訂正さ せていた だき ます。 右 : ヒメ ホ ソミ ド リメクラ ガメ (雌)

! ・月干.平均防疫」 特別増刊号 発行 日本植物防疫協会 l
No. 2 天 敵微生物の研究手法

岡 田 斉夫 編者代表 B 5 判 222 ペー ジ

定 何]j 3 ， 058 円 ( 本体 2 ， 913 円 + 税) 送料 140 円

No. 3 鳥獣害 と そ の対策
中村和雄 編 B 5 判 190 ペ ー ジ

定価 2 ， 549 円 ( 本体 2 ， 428 円 + 税) 道料 132 円

No. 4 植物病原 菌 の 薬剤感 受性

検定 マ ニ ュ ア ル

天敵微生物 を 研究 す る た め の 一 通 り の 方 法

(liJf究施設， 天敵微生物の探索 ・ 同定 ・ 増殖等)

の ほ か に ， 近年進歩が著 し い巡伝子解析実験

法 と 天敵微生物の 目 録 を 付 す .

我が国の出作物 に 被害 を 与 え て い る 主 要 な μ

獣 に つ い て ， そ の 分布や 生態 と 被害防止法 を

詳細 に ま と め た も の で， 本邦初の鳥獣害対策

の専門千'-;' と 言 え よ う .

作物病害 の防|徐 を 主 と し て 殺菌剤 に 頼 ら ざ る

を 得 な い現実 の 中 で， 耐性菌 の 問題 は 避 け て

日 本植物病理学会殺菌剤耐性菌研究会 編 通れな い . 本告 は ， 薬剤の試験や現場対応 に

B 5 判 172 ペ ー ジ 関係 す る 方 々 に と っ て 有益 な 設で あ る .

定 自Ui 2 ， 800 円 ( 本体 2 ， 667 円 + 税) 送 料 124 円

No. 5 日 本産植物細 菌病の病名 と

病原細 菌 の 学名
西 山 幸司 著 B 5 判 227 ペー ジ

定 仰li 3 ， 200 円 ( 本体 3 ， 048 円 十 税 ) 送料 132 円

植物細菌病 の診断 な ら び に 病原細菌の分離 ・

同定 に 関係 す る 方 の た め に ， 我が固 に 発生 す

る 細菌病の砲!Iij'j を 取 り ま と め た .

ご購入 は， 直接*会 「 出版情報グルー プj に 申 し込むか， お近 く の鈴鹿でお取 り 寄せ下 さ い .

(社) 日 本植物防疫協会 〒 170-8484 東京都鎧島区駒込 1-43-11 Tel(03) 3944-1561 Fax (03) 3944-2103 
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